
平
成
三
十
年
三
月
八
日
、
本
会
の
役
員
が

福
島
県
ハ
ト
マ
ー
ク
会
館
を
訪
れ
、
公
益
社

団
法
人
福
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
（
宅

建
協
会
）
郡
山
支
部
の
川
村
芳
則
支
部
長
を

は
じ
め
と
す
る
役
員
八
名
と
町
内
会
加
入
促

進
に
向
け
た
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
二
回
目
と
な

り
、
宅
建
協
会
郡
山
支
部
に
加
盟
す
る
三
百
一
の
事
業

所
に
お
い
て
、
町
内
会
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
チ
ラ

シ
の
設
置
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
入
居
者
に
対
し
、
町

内
会
へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
互
い
に
連

携
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
に
は
、
市
役
所
の
町
内
会
担
当
職
員
も

同
席
し
、
昨
年
、
宅
建
協
会
側
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

「
町
内
会
マ
ッ
プ
」
の
公
開
に
つ
い
て
、
本
年
一
月
三

十
一
日
か
ら
郡
山
市
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
閲
覧
可
能
に

な
っ
た
旨
の
報
告
も
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
他
、
空
き
家
対
策
等

で
も
連
携
を
図
り
た
い
な
ど

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

平
成
三
十
年
二
月
二
十
日
、
本
会
の
鈴
木
光
二
会
長
ほ
か
役
員
七

名
が
市
役
所
を
訪
れ
、
品
川
萬
里
郡
山
市
長
に
本
会
か
ら
の
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
書
は
、
本
会
総
務
部
会
が
各
地
区

連
合
会
長
に
照
会
し
た
内
容
を
取
り
ま
と

め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
要
望
す
る
も
の

四
件
、
新
た
な
要
望
六
件
の
合
わ
せ
て
十

件
を
盛
り
込
む
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
か
ら
品
川
市
長
に
要
望
書
が
手
渡
さ
れ

た
後
、
約
二
十
分
間
懇
談
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
地

域
の
切
実
な
声
を
市
政
へ
と
届
け
ま
し
た
。
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各

部

会

活

動

報

告

【組織部会】
宅建協会との懇談会

【総務部会】
郡山市への要望書提出

＜要望事項＞

１ 平成28年度から継続のもの

(1)公民館等の利用料減免申請の手続緩和に

ついて

(2)消防団員の処遇改善や装備の充実につい

て

(3)西ノ内二丁目地内地域道路(太田西ノ内

病院南東Ｙ字路付近)の歩道の拡張整備につ

いて

(4)香久池・田の保下線第2荒井地下道(小原

田小学校南側)の歩道整備について

２ 新たに要望するもの

(1)郡山第七中学校及び朝日が丘小学校をと

おるバス路線の設置について

(2)高齢者の通院に係るタクシー利用券の増

額について

(3)市道山崎・久留米線の拡張整備について

(4)介護保険法改正に伴う町内会の役割につ

いての説明会の開催等について

(5)大槻ふれあいセンターへの耐震性貯水槽

の設置について

(6)経済的に恵まれない高齢者に対する高齢

者施設入居への支援について



平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日
、
郡
山
駅
前
違
法
客
引
き
ゼ
ロ

対
策
協
議
会
設
立
総
会
が
郡
山
市
役
所
で
行
わ
れ
、
本
会
か
ら
も
同

協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
、
鈴
木
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
郡
山
駅
前
に
お
け
る
風
俗
営
業
に
係
る
違

法
客
引
き
は
、
駅
前
地
域
の
み
な
ら
ず
、
郡
山
市
全
体
の
治
安
の
悪

化
、
イ
メ
ー
ジ
低
下
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
警
察
に

よ
る
取
り
締
ま
り
や
、
行
政
に
よ
る
啓
発
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
依
然
、
客
引
き
行
為
等
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
か
ら
、

市
民
総
ぐ
る
み
で
の
撲
滅
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
警
察
や
行
政
機
関
の
ほ
か
、
マ
ス
コ
ミ
、
防
犯
協

会
、
地
元
自
治
会
、
商
店
街
、
商
工
会
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
、
経
済
団

体
等
の
合
わ
せ
て
四
十
一
団
体
で
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
・

機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
出
来
る

こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
本
会
か
ら
も
、
平

成
三
十
年
二
月
三
日
に
行
わ
れ
た
違
法

客
引
き
ゼ
ロ
対
策
パ
ト
ロ
ー
ル
に
、
社

会
部
会
の
佐
久
間
清
一
部
会
長
が
参
加

し
、
違
法
な
客
引
き
を
利
用
し
な
い
よ

う
通
行
人
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

町
内
会
等
活
動
紹
介
～
緑
ケ
丘
地
区
町
内
会
連
合
会
の
活
動
状
況
～

本
会
所
属
の
町
内
会
等
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
、
第
二
回
目
は
緑
ケ
丘
地
区
町
内
会
連

合
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

緑
ケ
丘
地
区
町
内
会
連
合
会
（
塚
原
小
太

郎
会
長
）
は
、
郡
山
駅
か
ら
東
へ
約
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
東
部
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

内
に
あ
る
十
五
の
町
内
会
で
組
織
さ
れ
、
二

千
五
百
を
超
え
る
世
帯
数
を
有
し
ま
す
。
平

成
元
年
の
入
居
開
始
か
ら
約
三
十
年
が
経
過

し
、
そ
の
頃
に
三
十
代
、
四
十
代
で
家
を
建

て
た
世
代
が
高
齢
者
と
な
り
、
近
年
、
高
齢

化
の
波
が
一
気
に
押
し
寄
せ
て
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
新
興
住
宅
地
の
た
め
、
地
縁
・

血
縁
や
既
存
の
共
同
体
が
乏
し
く
、
住
民
の

多
く
が
若
い
頃
は
そ
れ
で
良
く
て
も
、
高
齢

社
会
に
な
っ
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
段
々
と
必
要
と
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
、
オ
ー

ル
緑
ケ
丘
の
取
り
組
み
と
し
て
、
①
各
町
内

会
で
の
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
、
②

集
会
所
を
「
通
い
の
場
」
と
し
て
活
用
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
が

健
康
で
長
生
き
す
る
に

は
、
社
会
性
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
人
が

集
ま
る
き
っ
か
け
づ
く

り
を
各
町
内
会
単
位
で

行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

連
合
会
で
は
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
の
立
ち

上
げ
や
運
営
、
集
会
所
を
活
用
す
る
に
あ
た

っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
提
示
し
、
各
町

内
会
で
の
取
り
組
み
を
後
押
し
し
ま
す
。
ま

た
、
若
い
人
も
活
動
に
巻
き
込
む
た
め
に
、

連
合
会
や
各
町
内
会
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
成

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
も
行
う
な
ど

時
代
に
即
し
た
組
織
運

営
に
努
め
て
い
ま
す
。

郡
山
駅
前
違
法
客
引
き
ゼ
ロ
対
策
協
議
会
へ
の
参
加

平成30年３月 郡山中央町内会連合会総務部会発行


